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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】心筋虚血検出における経胸壁ドプラー心エコー図による左回旋枝での冠血流予備能の有用性を Tl-201
運動負荷シンチグラフィーと比較することにより検討すること。 
【方法】連続した110人の冠動脈疾患を疑われた患者を対象とした。経胸壁心エコー図により心尖部四腔像にて
左回旋枝血流のカラードプラー信号を検出し、パルスドプラー法にて安静時と反応性充血時の冠血流速波形を記
録し、冠血流予備能を計測した。すべての患者で心筋シンチグラフィーがおこなわれた。 
【結果】110人のうち79人（72％）で左回旋枝での冠血流予備能の測定が可能であった。多枝疾患患者を除いた
69人中12人で、心筋シンチグラフィーにおける左回旋枝領域での可逆的な血流欠損が示された。冠血流予備能
が2.0未満での心筋シンチグラフィーによる可逆的な血流欠損に対する感度と特異度は、それぞれ92％、96％で
あった。 
【結論】経胸壁心エコー図による左回旋枝での冠血流予備能により左室側壁の虚血が推定しうる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】心筋虚血検出における経胸壁ドプラ心エコー図による左回旋枝での冠血流予備能の有用性をT1－201運
動負荷シンチグラフィーと比較することにより検討する。 
【方法】連続した110例の冠動脈疾患を疑われた患者を対象とした。経胸壁心エコー図により心尖部四腔像にて
左回旋枝血流のカラードプラ信号を検出し、パルスドプラ法にて安静時と反応性充血時の冠血流速波形を記録し、
冠血流予備能を計測した。すべての患者で心筋シンチグラフィーがおこなわれた。 
【結果】110人のうち79人（72％）で左回旋枝での冠血流予備能が測定可能であった。心筋シンチグラフィーで
は、多枝疾患患者を除いた69人中12人で、左回旋枝領域に可逆的な血流欠損が示された。2.0未満の冠血流予
備能の心筋シンチグラフィーによる可逆的な血流欠損に対する感度と特異度は、それぞれ92％、96％であった。 
【結語】経胸壁心エコー図による冠血流予備能を左回旋枝に適用すれば、左室側壁の虚血が推定しうる。  
 よって、本研究は左回旋枝での冠血流予備能の臨床的有用性を示したことから、本研究者は博士（医学）の学
位を授与されるのに値するものと認められた。 
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